
平成16年
(2003)

平成19年
(2007)

平成22年
(2010)

平成25年
(2013)

平成28年
(2016)

令和元年
(2019)

令和4年
(2022)

胃がん検診 24.9 28.7 30.1 36.7 38.4 39.0 37.2

肺がん検診 15.0 23.3 23.0 38.7 43.3 45.8 45.0

大腸がん検診 20.2 24.9 24.8 35.4 39.1 41.2 41.5

子宮頸がん検診 20.8 ※ 21.3 ※ 32.0 35.4 35.6 35.8 34.5

乳がん検診 19.6 ※ 20.3 ※ 31.4 34.8 36.2 37.4 36.4

出典︓国立がん研究センターがん対策情報センター
データソース︓国民生活基礎調査（がん検診受診率は3年に1度の調査）

＜備考＞
・ 40歳（子宮頸がんは20歳）以上の全国平均受診率。
・ 胃、肺、大腸がんは、過去1年間の男女計受診率。
・ 子宮頸、乳がんは、国指針（平成20年3月）で2年に1回の受診とされており、
平成22年以降の調査結果では過去2年間の受診率が公表。平成19年以前は
過去1年間の受診率（※）のみ公表されているため、参考値として表示。
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